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平
成
二
十
八
年
度
事
業
の
一
環
と
し
て
、
昨
年
四
月
に

開
校
し
た
「
雄
和
小
学
校
」
を
視
察
し
ま
し
た
。
会
員
の

「
統
合
し
た
小
学
校
で
地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
ど
の
よ
う
に

学
校
生
活
を
送
っ
て
い
る
の
か
知
っ
て
お
く
べ
き
で
は
？
」

と
の
意
見
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
会
員
の
殆
ど
が
子
育
て
を
終
え
て
学
校
の
様
子
を
知
る

機
会
が
な
か
っ
た
の
で
一
同
大
賛
成
と
な
り
ま
し
た
。
担

当
職
員
に
早
速
校
長
先
生
と
連
絡
を
と
っ
て
い
た
だ
き
、

学
校
側
か
ら
も
快
く
了
承
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
秋
の
収
穫
が
一
段
落
し
た
十
月
十
八
日
、
会
員
二
十
数

名
は
、
中
学
校
と
併
設
し
て
新
築
開
校
し
た
新
雄
和
小
学

校
を
訪
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
教
職
員
に
迎
え
ら
れ
た
玄
関
は
広
々
と
し
て
、
そ
の
空

間
に
飾
ら
れ
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
も
木
材
が
ふ
ん
だ
ん
に
使

わ
れ
て
い
る
校
舎
に
マ
ッ
チ
し
て
、
素
晴
ら
し
い
雰
囲
気

を
醸
し
出
し
て
い
ま
し
た
。

　
小
学
校
と
中
学
校
兼
務
の
校
長
先
生
か
ら
学
校
の
概
要

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、
二
班
に
分
か
れ
て
先
生
方

の
ご
案
内
で
校
舎
を
見
学
し
ま
し
た
。
人
工
芝
の
中
庭
で

は
児
童
た
ち
が
、
室
内
履
き
で
一
輪
車
に
乗
っ
た
り
、
走

り
回
っ
た
り
伸
び
伸
び
と
動
き
回
る
姿
に
感
動
し
ま
し
た
。

　
驚
い
た
こ
と
に
小
学
校
と
中
学
校
が
一
緒
の
職
員
室
で
、

さ
ら
に
小
学
生
に
中
学
校
の
先
生
が
授
業
を
行
う
な
ど
、

連
携
し
て
工
夫
を
凝
ら
し
た
ご
指
導
に
頭
の
下
が
る
思
い

で
し
た
。

　
ま
た
、
小
中
併
設
の
た
め
、
同
じ
地
域
の
中
学
生
が
近

く
に
い
て
、
小
学
生
も
安
心
し
て
学
校
生
活
を
送
っ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
。

　
雄
和
の
象
徴
で
あ
る
高
尾
山
と
雄
物
川
、
ま
た
白
根
館

の
四
季
折
々
の
美
し
い
自
然
、
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
立
派

な
教
育
環
境
の
中
で
健
や
か
に
育
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。
昨
今
、
頻
繁
に
起
き
て
い
る
痛
ま
し
い
事
件
や

事
故
の
無
い
よ
う
に
！

　
何
と
言
っ
て
も
�
子
ど
も
は
地
域
の
大
切
な
宝
�
だ
か

ら
。

　
今
年
度
の
「
東
部
地
区
遊
び
の
記
録
会
」
は
、
去
る
七

月
二
十
三
日
（
土
）
に
「
い
ー
ぱ
る
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

前
年
度
は
「
東
部
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
の
新
築
工

事
で
や
む
な
く
中
止
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
期
待
し
て
い

た
も
の
の
、
参
加
者
が
例
年
よ
り
若
干
少
な
く
感
じ
ま
し

た
。
Ｐ
Ｒ
不
足
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
で
も
子
ど
も
た
ち
は
、
例
年
通
り
に
元
気
一
杯
に

そ
れ
ぞ
れ
の
ゲ
ー
ム
に
挑
戦
し
、
会
場
が
ひ
っ
く
り
返
る

よ
う
な
賑
や
か
さ
で
走
り
回
り
、
世
話
人
た
ち
も
一
緒
に

大
い
に
楽
し
み
ま
し
た
。

☆
☆
雄
和
地
区
☆
☆

元
気
に
﹁
遊
び
の
記
録
会
﹂

東
部
地
区
生
涯
学
習
奨
励
員
　
大
　
井
　
光
　
弘

☆
☆
東
部
地
区
☆
☆

明
る
く
広
々
し
た
廊
下
に
感
激
！

中
学
校
の
先
生
に
よ
る
小
学
生
へ
の
授
業

雄
和
小
学
校
を
視
察
し
て

女
性
セ
ミ
ナ
ー
「
ゆ
う
わ
」　
　

会
長
　
堀
　
井
　
好
　
子
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　『
南
部
地
域
子
育
て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
連
絡
会
』

　
南
部
地
域
で
は
平
成
二
十
二
年
に
当
連
絡
会
が
発
足
し

ま
し
た
。
民
生
児
童
委
員
、幼
稚
園
・
保
育
園
の
先
生
、フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
、
子
育
て
中
の
保
護
者
な
ど
、
子
育
て

に
関
わ
っ
て
い
る
方
々
が
連
携
し
て
地
域
全
体
で
応
援
す

る
た
め
、子
育
て
環
境
の
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
話
し
合
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
お
で
か
け
情
報
誌
「
み
ん
な
で
遊
び

に
お
い
で
」
を
毎
年
五
月
に
発
行
し
、
子
育
て
サ
ロ
ン
や

幼
稚
園
・
保
育
園
開
放
の
開
催
日
時
を
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
。
研
修
会
や
施
設
見
学
も
年
数
回
行
い
、
よ
り
良
い

子
育
て
支
援
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　『
し
ゃ
ぼ
ん
だ
ま
広
場
』

　
各
地
区
に
は
、
民
生
児
童
委
員
協
議
会
（
以
下
民
児
協
）

が
企
画
す
る
子
育
て
サ
ロ
ン
が
多
数
あ
り
ま
す
。
四
ツ
小

屋
地
区
は
「
と
も
だ
ち
の
輪
を
広
げ
よ
う
」
を
合
言
葉
に
、

月
一
回
四
ツ
小
屋
児
童
セ
ン
タ
ー
で
「
し
ゃ
ぼ
ん
だ
ま
広

場
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
未
来
セ
ン
タ
ー
の
出
前
保

育
、
子
ど
も
健
康
課
の
ク
ッ
キ
ン
グ
や
健
康
相
談
、
３
Ｂ

体
操
、
七
夕
や
ク
リ
ス
マ
ス
と
い
っ
た
季
節
の
行
事
に
因

ん
だ
工
作
、
に
じ
い
ろ
読
書
会
に
よ
る
お
話
し
な
ど
の
他

に
、
秋
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
や
認
定
こ
ど
も
園
か
ら
も

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平

成
二
十
三
年
に
主
任
児
童
委
員
が
中
心
と
な
っ
て
、
南
部

八
地
区
の
民
児
協
合
同
に
よ
る
ミ
ニ
運
動
会
を
南
部
公
民

館
で
開
催
し
、
以
後
毎
年
一
回
遊
学
舎
で
行
っ
て
い
ま
す
。

（3）

　
記
録
会
は
、
一
分
間
に
ど
れ
だ
け
カ
ー
ド
を
集
め
ら
れ

る
か
挑
戦
の
「
一
分
間
ジ
ャ
ン
ケ
ン
」
や
「
さ
い
こ
ろ
１

出
し
」、「
の
」
の
字
さ
が
し
、
ボ
ト
ル
に
割
り
箸
を
入
れ

る
「
割
り
箸
ダ
ー
ツ
」、
豆
を
箸
で
皿
に
移
す
「
豆
つ
ま
み

皿
移
し
」、
離
れ
た
洗
面
器
に
松
ぼ
っ
く
り
を
入
れ
る
「
洗

面
器
松
ぼ
っ
く
り
投
げ
」
の
六
つ
の
ゲ
ー
ム
で
行
い
ま
し

た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
な
が
ら
次
々
と
新
記

録
を
出
し
、
そ
の
度
に
友
達
と
新
た
な
グ
ル
ー
プ
を
作
っ

て
は
、
再
度
挑
戦
し
、
お
互
い
に
激
励
し
な
が
ら
熱
心
に

遊
ぶ
そ
の
姿
に
感
動
し
、
そ
の
ガ
ン
バ
リ
に
感
激
し
ま
し

た
。
世
話
人
と
し
て
お
手
伝
い
が
で
き
た
こ
と
に
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

　
広
面
小
学
校
の
高
学
年
児
童
が
他
の
行
事
と
重
な
り
欠

席
し
た
の
は
残
念
で
し
た
が
、
低
学
年
児
童
の
皆
さ
ん
が

汗
を
ふ
き
ふ
き
元
気
に
が
ん
ば
る
姿
を
見
て
、
見
学
し
て

い
た
大
人
も
拍
手
で
応
援
し
、
次
々
と
生
ま
れ
る
好
記
録

に
笑
顔
が
溢
れ
、
会
場
が
一
体
と
な
っ
た
喜
び
の
記
録
会

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
姿
を
み
て
来
年
も
是
非
、
こ
の
事

業
を
継
続
し
て
欲
し
い
と
の
思
い
を
強
く
し
た
一
日
で
し

た
。

地
域
の
子
育
て
を
応
援
し
て
い
ま
す

四
ツ
小
屋
地
区
民
生
児
童
委
員
協
議
会
　
　

主
任
児
童
委
員
　
伊
　
藤
　
こ
う
子

☆
☆
南
部
地
区
☆
☆

割
り
箸
ダ
ー
ツ
よ
り

一
分
間
ジ
ャ
ン
ケ
ン
よ
り
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人
は
人
、
自
分
は
自
分
と
い
う
考
え
方
は
、
ど
う
す
る

事
も
で
き
な
い
と
思
う
事
も
あ
り
ま
す
が
、
自
分
に
で
き

る
こ
と
を
、
地
域
の
賛
同
し
あ
え
る
仲
間
と
輪
を
広
げ
、

消
え
つ
つ
あ
る
伝
統
を
も
う
一
度
盛
り
上
げ
、
継
承
す
る

事
が
今
一
番
大
切
な
役
目
の
よ
う
に
思
い
、
日
々
過
ご
し

て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
私
が
最
も
心
配
な
の
は
、
子
ど
も
た
ち
の
生

命
に
対
す
る
認
識
の
希
薄
化
で
す
。
こ
れ
は
、
地
域
社
会

の
在
り
方
や
環
境
の
変
化
も
要
因
で
し
ょ
う
が
、
幼
児
期

か
ら
の
心
の
教
育
や
、
親
の
躾
が
い
か
に
大
切
で
あ
る
か

を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
は
善

悪
や
思
い
や
り
、
社
会
の
ル
ー
ル
を
し
っ
か
り
身
に
つ
け
、

自
分
で
始
め
た
こ
と
は
、最
後
ま
で
や
り
き
る
人
間
に
な
っ

て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
昔
と
違
い
、
超
少
子
高
齢
化
の
進
む
中
、
家
庭
や
地
域

で
の
輪
も
小
さ
く
な
り
、
生
涯
学
習
奨
励
員
と
し
て
は
、

何
か
大
切
な
も
の
を
見
失
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
、

昔
な
が
ら
の
地
域

の
よ
さ
を
守
り
伝

え
る
な
ど
、
伝
統

を
大
切
に
し
た

い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
地
域
の
美
し
い

自
然
と
伝
統
を
守

り
、
皆
が
笑
顔
で

幸
せ
に
暮
ら
せ
る

よ
う
、
こ
れ
か
ら

も
自
分
に
で
き
る

こ
と
を
や
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
平
成
二
十
六
年
五
月
、
待
ち
に
待
っ
た
南
部
市
民
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
な
ん
ぴ
あ
が
オ
ー
プ
ン
し
、
子
育
て
交
流

ひ
ろ
ば
で
親
子
が
い
つ
で
も
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
私
た
ち
が
担
っ
て
き
た「
遊
び
場
」

は
一
つ
の
区
切
り
を
迎
え
た
よ
う
に
も
感
じ
て
い
ま
す
が
、

親
子
が
楽
し
み
に
来
て
く
だ
さ
る
う
ち
は
、
よ
り
参
加
し

や
す
い
広
場
に
な
る
よ
う
今
後
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
生
涯
学
習
奨
励
員
は
、
市
民
に
市
町
村
や
団
体

な
ど
が
主
催
す
る
行
事
へ
の
参
加
を
促
し
、
楽
し
い
学
習

事
例
を
紹
介
し
、
学
習
意
欲
を
高
め
、
市
民
と
の
パ
イ
プ

役
と
し
て
、
地
域
活
動
の
充
実
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
が

重
要
な
役
割
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
自
ら
学
び
、人
々

に
様
々
な
学
習
を
勧
め
た
り
、
行
事
へ
の
参
加
を
促
し
な

が
ら
、
前
向
き
な
行
動
の
重
要
性
を
数
年
前
か
ら
強
く
感

じ
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
地
域
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
人

間
関
係
や
、
先
輩
方
が
培
っ
て
き
た
伝
統
や
文
化
が
い
つ

の
間
に
か
消
え
つ
つ
あ
る
事
へ
の
寂
し
さ
も
感
じ
て
い
ま

す
。 生

涯
学
習
奨
励
員
と
し
て
思
う
こ
と

劇
団
「
河
辺
わ
さ
び
座
」　
　

代
表
　
石
　
塚
　
小
枝
子

☆
☆
河
辺
地
区
☆
☆

南
部
八
地
区
民
児
協
合
同
「
ミ
ニ
運
動
会
」
よ
り

家
族
の
絆
を
テ
ー
マ
に
、

　
　
　
　
　
舞
台
で
演
じ
て
伝
え
る

し
ゃ
ぼ
ん
だ
ま
広
場
「
お
は
な
し
会
」
よ
り
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旧
黒
澤
家
住
宅
は
、
約
三
百

年
前
に
現
在
の
秋
田
市
中
通
三

丁
目
に
建
て
ら
れ
た
上
級
武
家

屋
敷
住
宅
で
す
。
現
在
残
っ
て

い
る
江
戸
時
代
の
武
家
住
宅
の

多
く
は
、
幕
末
、
明
治
期
に
建

て
替
え
ら
れ
た
り
、
そ
の
後
の

改
築
が
激
し
か
っ
た
り
、
附
属

建
物
が
失
わ
れ
て
い
た
り
す
る

例
が
多
く
、
旧
黒
澤
家
住
宅
の

よ
う
に
完
全
な
形
で
江
戸
時
代

の
形
を
伝
え
る
武
家
住
宅
は
全

国
的
に
も
類
例
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
江
戸
時
代
に
お
い
て
、
藩
士
の
住
宅
は
藩
の
所
有
物
で
、

藩
士
の
身
分
、
石
高
に
応
じ
て
あ
て
が
わ
れ
て
い
た
た
め
、

藩
の
都
合
や
藩
士
の
身
分
の
変
化
に
よ
り
居
住
者
の
変
更

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
旧
黒
澤
家
住
宅
も
芳
賀
家
、
赤
田
家
、

吉
成
家
、
平
井
家
、
黒
澤
家
の
順
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

黒
澤
家
は
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
年
）
か
ら
居
住
し
た

石
高
五
百
石
、
山
奉
行
、
寺
社
奉
行
の
要
職
を
務
め
た
上

級
武
士
で
し
た
。

　
旧
黒
澤
家
住
宅
は
、
昭
和
六
十
年
に
黒
澤
家
か
ら
秋
田

市
へ
寄
付
さ
れ
、
そ
の
後
、
昭
和
六
十
三
年
に
一
つ
森
公

園
内
に
移
築
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
貴
重
な
建
物
群
は
、
平

成
元
年
五
月
十
九
日
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

共
通
観
覧
券

　「
み
る
か
ネ
ッ
ト
・
く
る
り
ん
周
遊
パ
ス
」

　
　
　
価
格
　
五
〇
〇
円

　
　
　
発
行
日
か
ら
一
年
間
有
効

千
秋
美
術
館
（
企
画
展
を
除
く
）

赤
れ
ん
が
郷
土
館

民
俗
芸
能
伝
承
館

旧
金
子
家
住
宅

佐
竹
史
料
館

久
保
田
城
御
隅
櫓

旧
黒
澤
家
住
宅

秋
田
城
跡
歴
史
資
料
館

　
以
上
の
施
設
を
一
回
ず
つ
観

覧
で
き
ま
す
。

　
各
施
設
の
窓
口
で
お
買
い
求

め
く
だ
さ
い
。

（
こ
の
文
章
は
、
秋
田
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
元
に
生
涯

学
習
室
が
構
成
し
ま
し
た
。）

  

旧
黒
澤
家
住
宅

　 

（
秋
田
市
観
光
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
佐
竹
史
料
館
所
管
）

　 

秋
田
市
楢
山
字
石
塚
谷
地
二
九
七
番
地
九
九

　 

電
話
　
〇
一
八
―
八
三
一
―
〇
二
八
五

　 

観
覧
時
間
　
午
前
九
時
三
十
分
～
午
後
四
時
三
十
分

　 

年
末
年
始
は
休
館

旧
黒
澤
家
住
宅
な
ど
八
文
化
施
設
の

　
　
　
観
覧
に
は
共
通
観
覧
券
が
便
利
で
す
！

《
連
載
》 

社
会
教
育
活
動
拠
点
施
設
等

　
　
　
　
旧
黒
澤
家
住
宅

　
　
　
　（
秋
田
市
一
つ
森
公
園
内
）

旧
黒
澤
家
住
宅
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『
あ
し
た
の
風
』
第
84
号

発
行　

　平
成
29
年
２
月

編
集
発
行

　
　秋
田
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
室

　
　秋
田
市
山
王
一
丁
目
一
番
一
号

 

　
　
　
　
　
　
　

電
話

　〇
一
八
―
八
八
八
―
五
八
一
〇

編 

集 

委 

員
（
秋
田
市
生
涯
学
習
奨
励
員
）

田
　
村
　
美
穂
子
（
土
崎
）　
冨
　
樫
　
智
恵
子
（
中
央
）

永
　
井
　
文
　
代
（
東
部
）　
相
　
原
　
和
　
子
（
西
部
）

乙
　
供
　
美
　
香
（
南
部
）　
来
　
栖
　
瑞
　
恵
（
北
部
）

石
　
塚
　
小
枝
子
（
河
辺
）　
大
　
友
　
昌
　
子
（
雄
和
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
広
報
誌
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
単
価
　
一
部
57
円
（
消
費
税
抜
き
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
発
行
部
数
　
一
、一
〇
〇
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
配
布
方
法
　
無
料
配
布

（6）　

蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍

蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍

蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍

蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍

蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍

蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍

蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍

蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍

　
生
涯
学
習
奨
励
員
っ
て
・
・
・

　
地
域
に
お
け
る
生
涯
学
習
を
盛
ん
に
す
る
た
め

に
は
、
住
民
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
学
習
活
動
を
奨

励
、
援
助
す
る
人
が
必
要
で
す
。

　
生
涯
学
習
奨
励
員
は
、
市
町
村
や
各
種
団
体
が

主
催
す
る
行
事
へ
の
参
加
を
促
し
た
り
、
楽
し
い

学
習
事
例
を
紹
介
し
た
り
、
自
ら
が
公
民
館
や
市

民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
開
催
さ
れ
る
地
域

へ
の
行
事
に
進
ん
で
協
力
す
る
等
の
役
割
が
あ
り

ま
す
。

　「
あ
し
た
の
風
」
発
行
ま
で
の
行
程
に
は
、
携
わ
ら

な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
様
々
な
作
業
が
あ
り
ま
す
。

　
地
区
割
り
、
原
稿
依
頼
、
何
度
か
の
校
正
を
し
て
か

ら
や
っ
と
印
刷
に
な
り
ま
す
。

　
各
地
区
の
「
あ
し
た
の
風
」
担
当
の
生
涯
学
習
奨
励

員
と
、
生
涯
学
習
室
の
担
当
職
員
の
頑
張
り
を
、
ち
ょ
っ

と
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

「
あ
し
た
の
風
」
は
ど
こ
に
配
布
し
て
る
の
？

　「
あ
し
た
の
風
」
は
年
２
回
（
９
月
と
２
月
）

各
一
、一
〇
〇
部
発
行
し
、
秋
田
県
の
社
会
教
育

施
設
（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
な
ど
）
や

秋
田
市
の
社
会
教
育
施
設
（
公
民
館
、
図
書
館
な

ど
）、
社
会
教
育
関
係
委
員
（
社
会
教
育
委
員
、

生
涯
学
習
奨
励
員
な
ど
）
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
地
域

セ
ン
タ
ー
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
�
セ
ン
タ
ー
に
も
配
布

し
て
い
ま
す
。

　
ご
希
望
の
方
は
秋
田
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

室
（
八
八
八
―
五
八
一
〇
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

   

編

集

後

記

秋
田
県
公
民
館
連
合
会
表
彰

　
平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
六
日
、
第
六
六
回
秋
田
県
公

民
館
大
会
に
お
い
て
、
左
記
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
加
　
澤
　
　
　
哲
　
様
（
北
部
地
区
）

　
髙
　
橋
　
敏
　
子
　
様
（
北
部
地
区
）

　
来
　
栖
　
瑞
　
恵
　
様
（
北
部
地
区
）

　
鈴
　
木
　
友
　
子
　
様
（
南
部
地
区
）

　
後
　
藤
　
利
恵
子
　
様
（
南
部
地
区
）

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。


